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感謝 ～ありがとう～ 

日本人選手の華々しい活躍に沸いた冬季オリンピックの閉幕とともに、自然の営み

も春という季節に向けて少しずつ動き始めました。学校も一年間の締めくくりとなる

３月を迎え、卒業や進級に向けた準備に取りかかっています。  

さて、今年度最後となった２月の参観日では、それぞれの学年が一年間で成長した

姿や家族に対する感謝の気持ちを伝えました。どの学年も心に残る素晴らしい内容で

子どもたちの成長を目の当たりに感じることができました。  

日々の成長は見えづらくても、子どもたちはこの一年間で心も体も大きくたくまし

く成長しています。その成長を育んで 

いるのが、家庭であり、学校であり、 

地域です。先のオリンピックに出場 

した日本人選手もインタビューで、  

これまで支えてくれた周囲の人への 

感謝の思いを語っています。 

家族や仲間、周囲の支えがあって  

今の自分が存在する。その幸せに 

感謝する心（実）を育てたいという 

思いで始めた「ありがとうの木」に 

咲いた花も、満開になりました。 

この花が実を結び、幸せの種となってこれからも広がり続けることを心から願って

います。支えてくださった保護者の皆様、見守ってくださった地域の皆様、一年間本

当にありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっとちゃん  

○経営方針 あいさつとありがとうで あったかい学校に 

～ 子どもと向き合い、家庭に寄り添い、地域とともにある学校をめざして  ～ 

【スローガン】「大好きな学校に・大好きな家庭に・大好きな地域に」 

■1 階トイレのスリッパはいつもきれいに揃っています。トイレの神様たちのおかげです。 

■「ほっとあたご」の支援員さんが、5 年生のミシン学習の補助をしてくださいました。 

■食育ライブで 1～3 年生がトマトにいさんといっしょに野菜の歌と踊りを楽しみました。  

■常照保育園の年長児さんが来校し、1 年生が演じる「スイミー」の劇を鑑賞しました。 

スリッパそろえ  ミシン学習のサポート 食育ライブ 常照保育園との交流  


